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　近年、住宅火災における死者数は、900人前後の高い
水準で推移しており、このうち約７割が65歳以上の高
齢者となっています。
　また、高齢化の進展とともに、住宅火災による死者の
うち高齢者の占める割合が増加していることから、消防
庁では、「老人の日・敬老の日に『火の用心』の贈り物」
をキャッチフレーズに、改めて高齢者とそのご家族の
方々に、火災予防の取組を行うよう注意喚起するととも
に、高齢者に住宅用防災機器等をプレゼントすることな
どを呼び掛ける「住宅防火・防災キャンペーン」（キャ
ンペーン期間：９月１日～ 21日）を平成24年から実施
しています。

老人の日・敬老の日に「火の用心」の贈り物
「住宅防火・防災キャンペーン」

予防課

○ 高齢者を住宅火災から守るために

○ 住宅防火・防災キャンペーンの実施

問合わせ先
　消防庁予防課　佐藤・河野
　TEL: 03-5253-7523
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住宅火災による死者数と高齢者の割合
住宅火災による死者（放火自殺者等を除く） 高齢者（65歳以上）の割合

※R３年中の数値は概数値
※

住宅火災による死者数と高齢者の割合

（１）　住宅用火災警報器を点検しましょう
　住宅火災で死者が発生する要因として、火災の発見が
遅れ、気づいた時には火が大きくなり、既に逃げ道がな
かったと思われる事例が多く報告されています。
　このため、火災の発生を早く知るために、各自治体の
火災予防条例で寝室や階段等に「住宅用火災警報器」を
設置することが義務付けられています。
　この「住宅火災警報器」の電池や内部の電子部品は、
約10年がその寿命とされており、いざというときに電池
切れや故障がないように定期的な点検が必要となります。
是非この機会に高齢者の家に設置されている「住宅用火
災警報器」を、高齢者の代わりに点検してあげましょう。
（２）　住宅用消火器を用意しましょう
　火災が発生したときに「消火器」で初期消火を行うこ
とは、被害を最小限に食い止めるためにも非常に重要で
す。消火器には、小さくて軽い「住宅用消火器」や、ス

プレー式で高齢者でも扱いやすい「エアゾール式簡易消
火具」といったものも販売されています。特に高齢者が
いるご家庭には、このような器具を備えておくことをお
薦めします。
（３）　防炎品を使いましょう
　死者が発生した住宅火災で、最も多い出火原因は、た
ばこによるものです。なかでも寝たばこにより発生した
火災で多くの死者が発生しています。
　また、調理中に、コンロの火が衣服に燃え移ることに
より亡くなる高齢者もいます。このような火災による死
者を減らすため、枕・布団などの寝具やパジャマやエプ
ロンといった衣類が燃えにくく作られた「防炎品」を使
用することをお薦めします。

※令和３年の死者数・割合は概数値


